ジーヌーってダレ？
ストーリーをあなたに話してあげます。座って聞く準備ができていますか。じゃ、はじめましょう。
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昔々（厳密に言えば、７５００万年前）、ジーヌーという宇宙人の銀河系支配者がいました。ジーヌーはこの辺りの全ての惑星の責任者でした。地球も含まれていたが、その時代にはティージーアックと呼ばれていました。ジーヌーは困っていました。彼が支配した７６の星はみんな人口過剰でした。各星には平均して１７８０億人がいました。その人口を減らすための計画がありました。

多数の裏切り者のおかげで、良い人達と忠実な将校達を負かして、完全に支配しました。その後、精神科医の助けを借りて税額の査定に数十億人を呼んだ。その人々をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まひ),麻痺)させるために、アルコールとグリコールの合剤を注射しました。それから彼らはＤＣ－８ジェット機とそっくりの宇宙飛行機（プロペラの代わりにロケットエンジンがあったんですが）に乗せられました。
その宇宙飛行機はそれから地球に向かっていきました。麻痺された何千億人が火山のふもとに積み上げられました。終わった後、水爆が火山の火口に降ろされました。ジーヌーは全ての水爆を同時に爆発させ、人々は皆殺しにされました。
でもそれでこのお話が終わるわけではありません。人は皆魂（この話に魂はセータンという）を持っていますから、魂が再び戻らないようにだまさなければいけません。だから、何千億人の魂が核の風に吹き飛ばされる間、ジーヌーは電子ビームを使う特性の罠を利用し、全ての魂を捕まえました。そのビームはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はえ),蠅)取り紙のようにねばねばするものでした。
魂が捕まった後、箱に詰め込まれて、いくつかの巨大な映画館に配送されました。そこで全ての魂は人生とはどんなものか、とか人生のさまざまな問題を描く立体映画を何日間も見せられました。不正確な画像を見せられ、神様や悪魔やイエスキリストだと言われました。ここでは、この過程は「インプランティング」と言われます。
映画が終わって魂が映画館から出てから、魂を同じ映画を見たので同一人物だと思い、お互いにくっつき始めて、数千人の集団となりました。依然として生きている人が少なかったので、その人々の体に集団としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つ),憑)きました.
ジーヌーは、ついに忠実な将校達に打倒され、ある惑星の山の中に閉じ込められました。永久電池によって動く装置で金縛りにされて、現在もジーヌーがまだ生きています。

お話の終わりです。今日も皆さんに「ボディーセータン」という魂が充満しています。人間が自由になるため、たくさんのお金を使って、ボディーセータンを除くしかありません。そして神やキリストについての信仰は７５００万年前ボディーセータンが観た映画の直接の結果です。
じゃ、そのお話をどう思いましたか。

ナニ？クダラナイハナシだって？

実は私たちもそう思います。でもこの話はサイエントロジーという宗教の主な教義です。ほとんどの人は、もしこの話を知ったならかかわり合いににならないでしょう。ＯＴ３という秘密のレベルに届いてから、この話が教えられます。その後、テレパシーの伝達でボディーセータンを追い払うことになります。このレベルまで進むのはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばくだい),莫大)なお金がかかります。または、サイエントロジー教会に勤めて、長年薄給で一生懸命働くこともできます。
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サイエントロジーの創設者のＬ・ロン・ハバードが書いたＯＴ３書類の一部
私たちはこの話を警告として教えています。もしサイエントロジーにかかわり合ったら、目を大きく見開いて、サイエントロジー教徒がどんなことを信じるのかを知った方がいいと思います。
サイエントロジーの上層部に達していない限り、聞かせてはいけませんから、ダイアネティクス・センターやサイエントロジー教会の大部分のサイエントロジー教徒はこの話を知りません＊。こんなに高いレベルに届くまで長年かかるでしょう。知っている人々はサイエントロジーに初めて出会う人に教えてはいけません。
あなたはこれを読んだので、サイエントロジーの極秘情報はあなたが知っています。でもまだサイエントロジーのメンバーになりたければ、ご自由に。

＊「サイエントロジー」と「ダイアネティクス」はリリジャス・テクノロジー・センターの登録商標です。この書類はその組織との関連性が全くありません。
